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青年期における教育保障と移行支援
企画者・司会渡部昭男 (神戸大学)
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渡部は『障がい青年の自分づくりー青年期教

育と二重の移行支緩](日本標準 20帥)におい

て、青年期教育および「子どもから大人へJr学
校から社会へj という二重の移行支援に係る実

銭と仕組みを創る必要性を提起した。今回は、

ともに 2011年度にスター トLた、「エコーノレ

KOBEJと「チャレンジキャンパスさっぱろj か

ら話題提供をいただく。また、エコールKOBEと

共同研究を進めている神戸大学グループからも報

告を得て、者加者とともに論議を深めたい。

報告① 福祉事量裂『専攻科』エコール KOBE
の撹戦 (河南)

1)はじめに

エコーノレKOBEを開設VC3年目を迎えた。

現在の学生数は 1年生 16名、 2年生 16名の計

32名である(東は大阪や川西市から、西は加古川市

から 北は三園市とかなり広範囲)0

療育手帳所持の状況-A:4名、 Bl:14名、

B2: 14名(約 213が発遺障寄 自閉症)0職員-10

名(半数が特別主橿学校の経験者}。教室-4教室と

応接室(学生自治会室等兼用)、コンピュータ一室、

多目的教室、職員室。調理実習は近くの地域人

材支援センターを活用、スポーツ等は公闘のグ

ランドを使用。豊富で便利な社会資源を活用し

た活動、大学との交流や外部講師の協力を得た

講義なども取り入れている。

2)エコーノレKOBEの挑戦

エコール KOBEの目標は3つ。金主隼並区

差益 学生の学ぴたいこ とややってみたいこと

を大切にし、自分たちで話し合い、考え、運営

できるよう な学びの場を目指している。自分の

興味 ・関心のあるテーマで年開通じて調べまと

める研究ゼミ 「何を作りたいのかJから話し合

い取り組む調理実習、 就労と余暇の選択講義な

どにまさに主体性を重んじた実践に取り組んで

いる.盆皇主主主盤整 生活体験、社会体験、
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スポーツや文化の体験を多く取り入れ、本物の

豊かな体験を通して成長をうながす取り組みを

している。特に、「えこーる新喜劇J、大学との

キャンパス交流、キャンプでのチャレンジ「ツ

リーイングJなど本物の体験にふれることで達

成感を得ている。鐙盤盟主主主主青年期を生

きる彼らは、仲間と一緒に活動することを通じ

て楽しさが倍増する。時には意見の違いや自分

の思いと違う場面、 トラブノレ平気持ちのすれち

がいもある。そこから学ぶ人間関係はその後の

人生の財産になり 、後らの内面の成長につなが

る。学生自治会の活動や部活動も「専攻科Jな

らではの取り組みである。

3)はじめての本業生

期生の卒業旅行はグアム旅行 (2泊 3則。

パスポー トの申請、関空の下見、ドルへの換金、

現地での活動内容を決め自分のしおりづくりな

ど準備を重ね、当日はドキドキの出発.入国審

査も何とか終えて思いっきり旅行を楽しんだ。

進路選択は、I自分の進路は自分で選択し決め

るJという原則を大事にして取り組み、結果、

就労移行や就労継続 B型が多くなった。

4) rエコーノレKOBEの挑戦j を出版

2年聞の学びを通じて彼らがどのように内面

的に成長し、集団として生き生きと育ち合って

きたのかをリアルに表現している。また、高校

時代とはちがう 「専攻科」ならではの実践とエ

コーノレKOBEの考える f教育Jの真髄を表現し

たつもりだ。この本が全国に広がりつつある「専

攻科Jづくりの運動の力になれば幸いである。

* W福祉事業型「専攻科jエコールKOBEの挑

戦](クリエイツかもがわ本体 2000円+現)。

Iホームベージ担辺些孟主旦JRiI

報告4② チャレンジキャンパスさっぽろ白焼戦

(岡山)

1)高等部希望者全員進学運動



北海道でも90年代に高等部増設運動の結果、

全ての聾護学校に高等部が設置 (98年}され、

どんなに障害が重くとも高等部に進学できるよ

うになった。しかし、専攻科設置の課題は壁が

あり、教育年限の延長を求める声があるにもか

かわらず、打開の道を見い出せないでいた。

2) r学びの作業所』設立の経緯

「大学生になりたし、」という生徒の親たちが、

全陣研和歌山の小畑耕作先生の講演で、福祉畑

制度を利用して教育を行う「学びの作業所」の

実践を聴き、これだということで、和歌山に調

査にいった。社団法人にじいろ福祉会を立ち上

げ、自立訓練住居間嶋}事業所「チャレンジキ

ャンパス さっぽろJを設立 (2011年度~、鮮細

は 「みんなのねがいJ2013年3月号歩照)。

3) チャレンジキャンパスさっぽろの概要

主JJll主 {定貝2耐 -1年生男性3名 ・女性2名、

2年生男性l名・女性4名、 3年生(特別専攻生)女

性l名/ダウン症7名、 広汎性2名、その他Z名。

通盈型盛 (原則自力通所)-札幌市内10区中 7区

から(J砧}、石狩市から(1制。 墜且 (基!l!6

1) -サービス管理者l名、常勤支侵員3名、外部

講師(ボラ yティア)7名[書道、音楽、芸術、陶芸菱

理科栓会、プールlo主主とよ三三丘旦翠「自立L
た豊な生活J-生活を楽しむ、新しいことにチ

ャレンジする、積極的に社会参加する cr生活す

るカJr自分らしく生きるカJr社会 審加するカJr権

利を生かすカJr自立するカ』を高めるための学習の場

の提供lo訓植・宝栂プログラム {月唱~土曜の8

30-15:2ω~健康 健康状況のチェックと軽い

運動(検品ラジオ体揖ウォーキング筋カトレー

ニング、ストレツチなど)/生活 1• U • m 衣企

住に関すること/基礎学力・社会参加職場体

験 (2年)、外出、サーピス由利用など/ヨミュ

ニケーション電話の受け答え、雑談力を高め

る、ニュースの発表など/余暇余暇の過ごし

方(書荷スポーツなど)/特別プロ 自立生活体

験、物作り体験等/総合研究発表、見学旅行、

北星学園大学との交流。堂亙~実習費、施設利

用料、その他必要な費用として実費(月額1万円

極度)。毎月個人別支出台帳を作成。残金を積み

立て(見学旅行費用)。実際は毎月平均3-4千円。

残金は終了時に返金.準監-1期生の進路、 41'.
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が就労継続B型に進む。犠々な事業所を見学、

体験実習をし、自分の進路を決め、契約する。

4) 2年半の実践をして

まだまだのびしろのある同年代の仲間が通所

できる場があり、 一人一人の主体性を育て、自

己確立する場として大きな意味がある。企画計

画は、必ず仲間の相談と決定実施を通して自

信がつく.失敗から学び、失敗を恐れない。ど

の利用者も「毎日が楽しいJと言って通所して

きている。 トラブノレも徹底的話し合いや相談と

いう形で解決している。

[ホームページht白羽"..川 o'saODoro.com11

報告③ 青年期の『ゆらぎ』と「宜容』 エコ

ール KOBEとの共同研究からー (安藤ほか)

1 )研究の背景と目的

2012年秋、共同研究を開始した。「学生がど

のように悩み迷いながら自分を成長させるの

かj という関心を出発点に、発達検査やインタ

ビューを通じて、職業教育に特化しない 『学び

の作業所」の意味を明らかにすることを試みた。

2) 2012年度インタビュー

対謀者は、 1期生 (20日年入学)のうち 4名

(男性 3名(うも 2名は ASD)，女性 l名)である.

質問内容は大きく分けて三つ、「エコール

KOBEに来て変わったことJrえこーる新喜劇

でどのように参加しどのように感じたか」につ

いてである。前者_r高校時代は学校に行けな

かったが、エコーノレには通えるようになったj

「しんどくなったときに「しんどしリと言える

ようになった」と自分の変化を諮ってくれた。

後者_r我慢する所を頑張ったJrセリフや動き

が分からなくなった時は恥ずかしかったが、覚

えやすいセリフは言えるようになった」と振り

返っている。エコールKOBEでの活動を通じて

自己の成長を肯定的に見ることができるように

なった様子が見られた。

3)今後の予定

現在は、 3期生 (2013年入学)の4名を対敢

に共同研究を継続中である。今後、①入学時

(2013年 7月 上 ②2年生春 (2014年 4-5月

頃)、③卒業前 (2015年 3月頃)の 3回にわた

り、インタビューと発達検査を行う干定である.

2012年度は「自分づくりJを中心に行ったが、

2013年度は『揺らぎ」に着目して進めている.


